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第16回IUGG総 会 ・極地雪氷の話題
樋 口 敬 二
第16回IUGG　(lnternational　Unionof　Geodesy　and
Geophysics;国際 測 地 学 地 球 物 理 学連 合)総 会 は,本 年
8月25日か ら9月6日1こ か け て,フ ラ ンス のグ ル ノ ー ブ
ル で開 催 され た.お こ なわ れ た シ ンポ ジ ウ ムの 総数 は34
で,そ れ ぞ れ の集 会 で 提 出 され た極 地 に 関 する発 表 は別
に 紹 介 され る と思 うが,こ こで は,筆 者 が 出 席 した 電雪
氷 中 の 同 位 体 と微 量 成 分"お よび"雪 と氷 の結 晶"に 関
す る シ ンポ ジ ウム で 発 表 さ れ た 極 地 雪 氷 に つ い て の話
題 に つ い て 紹 介 したい.こ の二 つ の シ ンポ ジ ウム は ,
IAHS　(lnternational　Association　of　Hydrological
Sciences;　国 際 水文 科 学 協 会)が ,　IAMAP　(lnterna-
tional　Association　of　Meteorology　and　Atmospheric
Physics;　国際気象学 ・大気物理学協会)と 共催で開い
たものである,
まず,"雪と氷の結晶"シ ンポジウムは,8月27日 に
開かれ,こ こでの極地に関する発表は,ア ラスカ大学大
竹武教授によるアム ンゼン・スコット南極点基地,パ ロ
ー,フ ェアバンクスにおけるダイヤモン ド・ダス トの観
測であった.そ れによると,夏には南極点においても,
雲粒付の氷晶が観測されており,南極点でも雲粒の形成
に充分な凝結核が存在 していることがわか り,南極にお
ける降水機構,雪 氷中の微量成分の輸送過程を考える上
で.興 味深かった.ま た,気球に ドライアイスをつけて
種まきをすると,氷晶が白い一条の筋となって生成する
が,や がてそれが広がって,巻 層雲のような雲にまで発
達する有様が,カ ラースライ ドで示 されたのは,印象的
であった.
つぎに,"雪氷中の同位体と微量成分"シ ンポジウム
は,8月28日 から30日までの三日間開かれ,こ ちらで
は,極 地の雪氷研究が中心話題であった.出席者全員が
きく　long　paperの2/3は,南極,グ リーンラン ドに関
する研究でしめられたほどで,そ のなかで記憶にのこっ
たのは,つ ぎのような点である.
まず,地元グルノーブルにある国立雪氷研究所のロリ
ウス博士を中心 とする地球化学研究グループの活動と成
果である.デ ュモンデュアピルからボス トークに至る ト
ラバースで得られた積雪試料について水素,酸素の安定
同位体測定.バ ー ド,キャンプセンチュリーの深層掘削
の氷試料について窒素,酸 素,アルゴン,二酸化炭素な
どのガスの含有量測定など,多 くの結果が発表された.
この雪氷研究所の活動については,9月2日 の所内見学
の時に,所 長の リプー トリ教授から説明があったが,国
立科学研究センター　(CNRS)　の研究所の一つとして,
氷物性,氷 河,地 球化学など5つのセクシ・ンに分れて
研究が進められてお り,南極の地球化学的研究はその主
なものの一つである,研究所のぞとには,南極用の小屋
や移動観測室が置かれていた り,工場では,深 層掘削用
のサーモ ドリルが製作中であったり,南極研究に力をい
れている様子がうかがえた.
つぎに,今後の展開が注目されると思われたのは,バ
ー ド,キ ャンプセンチュリーの氷柱中に含まれている固
体粒子の観察と分析である.ア メリカ寒地工学研究所の
熊井基博士,オ ハヨー州立大学極地研究所の トンプソン
博士による発表で,い ずれも電子顕微鏡による観察であ
るが,後者はマイクロアナライザーによって組成を明ら
かにしている.酸素の同位体測定によって求められた温
度条件 と.固体粒子の形状,数,組 成を比較 している点
が興味がある.た とえば,ウ ィスコンシン氷期の氷の中
の固体粒子の数は,バ ー ドにおいては,それ以後の時期
の数の4倍であるが,キャンプセンチ;リ ーでは,100倍
に達する.ま た,バ ー ドでは,ウ ィスコンシン氷期の氷
には,Si,　K,　Ca,　Tiが相対的に多く,そ の後の時期
の氷には,Fe,　S,　P,　Alが相対的に多い,と いった違
いがある
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このように,極 地における深層掘削氷試料中の固体粒
子の研究は,氷 期における人気状態,気 候変化の過程,
物質循環を理解する手がか りを与えるものとして,今
後,重 要になってくると思われる,
最後に,こ のシンポジウムを通 じて感 じたのは,深 層
掘削の氷試料については,同位体,微 量成分の分析だけ
ではな く,その測定結果を解釈するには.各深 さの氷が
どこから,どんな経路でどのような熱的状態を経て,掘
削地点にきたか,つ まり氷試料の履歴がわからな くては
ならないという点である,そ のためには,掘 削地点イ寸近
の氷の流動,熱 状態などがわかってなくてはならない,
その点で,東 南極ロー ・ドームの掘削氷試料の解析に関
するオース トラリア南極局のパッド博士の発表が,総 合
的で,今 後のこの分野の仕事の方向を示しているように
思われた,
三日間のシンポジウムを通 じて,極 地雪氷研究の進展
のめざましさが感 じられたが,次 回のIUGGはオース
トラリアで開催の予定であり,ラ ドック,パ ッド両博士
が地元にいるだけに南極関係のシンポジウムが開かれる
と考えられ,そ こに日本における南極雪氷学の成果が発
表されることを期待 したい.
(筆者:名 古屋大学水圏科学研究所教授)
国 際 会 議 報 告
一第16回IUGG総 会一
第16回IUGG会議が,8月25日 から9月6Uま でフ
ランスのグルノーブルで,世 界各国から地球物理学の諸
分野の研究者約3,000人が集って開催され,永 田所長は
日本代表として出席した.当研究所からは神沼助教授 と
福西助手が出席 した.
永田所長は,　IAGAのrl1で「無人観測点」↓こついての
シンポジウムを主宰 した.こ の シンジポウム の結果は
当研究所の 「メモアール」の特集号として出版される予
定である.
また,こ の期間中SCARの 「固体地球物理学分科会」
が3回 にわたって開かれ,永 田所長と神沼助教授が出席
した.こ の分科会では,こ こ数年間の各国の南極での成
果,将 来の問題と,1977年8月アメリカで 開催される
「南極の地質と固体地球物理学」のシンポジウムにおけ
る主なテーマなどが論議された.
特にシンポジウムの主なテーマとしては次の事項が選
ばれた.
1)無 人観測点を含めた南極で使用する観測器材の問
題
2>南極の地震活動
3)南 極大陸の地下構造
4)地 殻熱流量の測定
5)ス コチア弧の問題
永田所長昭和基地視察へ
永 田所 長 は,昭 和 基 地 視 察 及 び オ ー ス トラ リア政 府 と
の 南極 地 域 に お け る観 測 につ い て協 議 す る ため,12月10
H(予 定)東 京 を 出発 し,来 年3月151.|に帰 国 の予 定 で
あ る.
南極観測隊便 り
一策16次越冬隊の近況一
昭和基地も今や寒さのさか りを忘れ,春 の気配が感 じ
られるようになった,隊員たちはH増 しに強くなる陽光
を浴びながら野外調査に出かげてい く.露岸地帯の地質
調査,苔 や地衣の採集,音響測深機を使 った厚い氷の上
からの海の測深,基 地周辺の島の測量などを行 うのであ
る.雪上車も走 り回 り基地は急に活気を帯びてきた.
一方,昭和基地の南約300kmの地点にある 「みずほ
観測拠点」では,雪 と氷の中に含まれているごく微量の
汚染物質を調べるためのサンプル採集や隊員の現地活動
に基づ く汚染物質の調査それに気象観測が行われた.
今年で2回 目の冬を過 した航空機セスナ185は9月26
日飛行を開始 した.航 空磁気測量をは じめとして,や ま
と山脈,リ ーセルラルセン半島方面の地図を作るための
航空写真測量などを行 うことになるが,そ れに先立ち,
テストフライ ト,通信テス トなどが行われている.9月
29日置はプリンスオラフ海岸に沿って通信テス トを試み
ながら,ソ連のマラジ・一ジナや基地の上空に達 し,野
外で作業をしていたソ連隊員が手を振っているのが見え
た.こ の飛行は日本の南極観測が始まって以来初の出米
市で,こ れまで日本隊は,マ ラジ・一ジナや基地 とノポ
ラザレフスカや基地とを往復するソ連機に手を振るばか
りだったのを思えば実に嬉 しいことだ.
基地の農協では,8月 にもや し15kg,g月に15kg,
二十 日大根2kgの 出荷があった.
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クラックに道板を敷 く補強作業をする隊員(電 送写真)
慎重にクラックを渡る調査旅行隊(電 送写真)
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野外調査に活躍する浮上型雪上車(電 送写真)
一 コウテイペ ンギ ンのル ッカ リーを発見一
日本隊としては じめて
10月1日 正 午 す ぎ,通 信 テ ス トと航 空 写 真 測 量 の 予 察
とを兼 ね,テ ス トフ ラ イ トのた め リーセ ル ラル セ ン半 島
方 面 に飛 ん だ セ ス ナ機 に 乗 り組 んだ 永 田 五 郎,黒 木 正
男,伊 藤 智,中 条 賢 治 の4隊 員 は,か らめ て 岬 の北西
方47㎞の棚 氷 の真 下 に,コ ウ テ イ ペ ンギ ンら しい ル ッカ
リー(集 団営 巣地)を 発 見 した.最 初,露 岸 か モ レー ン
で は な い か と思 われ た が,近 づ くにつ れ 動 くので さ らに
接 近 した とこ ろや は りペ ンギ ンで あ っ た.な じみ の深 い
アデ リー ペ ンギ ンよ り大 きい の で 「コウ テ イ」 で は な い
か と基 地 に 報告 して き た.
翌2日,状 況 か ら推 して ほ ぼ 「コ ウテ イ」 に ま ち が い
な い と判 断 し,星 合 孝 男越 冬 隊 長 と生 物 担 当 の清 水 寛 厚
隊 員 が 再 び 現 地 に 飛 び,「 コ ウテ イ」 で あ る こ と を確 認
した.時 期 的 に み て も写真 に ヒナ ら しい 固体 が認 め られ
る こ とか ら も,単 な る 集 団 で は な く,ル ッカ リーで あ る
こ とは 確 か と思 わ れ た.
ル ッカ リーは 棚 氷 の 近 くに あ り,棚 氷 の東 側 に フ レッ
タ湾 か ら流 れ 出た ら しい 円丘 氷 山 群 が か な り接 近 して い
る う え,2日 は 風 が 強 く,又 ペ ンギ ンを驚 か さな い た め
に も セ スナ 機 上 か らゆ っ く り観 察 す る こ とは で き な か っ
た.
写 真 も まだ 満 足 で き る もの が 撮 れ な い が,手 許 に あ る
写 真 か ら数 え た 結果,ヒ ナ も含 め て3,000羽程度 の ル ッ
カ リー と推 定 され,ペ ン ギ ンの 群 れ の近 くに は 別 に 明
らか に 排 せ つ 物 で 汚 れ て い る 所 が あ る し,ル ッカ リー の
北方16kmのいわゆるクック岬の沖の開水面にエサを取
りにかよっているらしい個体もみられるので,こ の数は
かな り内輪なものと思われる.今後も航空写真測量のた
め,リ ーセルラルセジP島に飛ぶ機会があるので,都 合
のつく限 り観察を続けたいと思っている.
ともかく,日本の南極観測がは じまって以来最初の発
見であり,越冬隊員一同大いに喜んでいる.
(第16次越冬隊長 星合孝男発)
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コ ウ テ イ ペ ン ギ ン
■世 界 中 に は,18種類 の ペ ンギ ンがい る とい われ す
べ て 南半 球 に 生息 し,コ ウテ イ ペ ンギ ン は、 学 名
Aptenodytes　forsteri　とL・い,体 重 約30k9,体 高
約115cmの ペ ンギ ン類 で は最 大 の種 類 で あ る.
●南 極 大 陸 及 び 南 極 半 島 周辺 の 海 岸 に住 ん で い て,
地 球 上 も っ と も南 に 住 む ペ ンギ ンの一 種 で,100万
羽 位 生 息 す る と推 定 され て い る.巣 の数 は今 まで に
29か所 ほ ど発 見 され て お り,今 度 が30番 目の発 見
で,し か も,1961年に記 録 され て 以 来14年ぷ りで あ
る.
● コ ウ テ イ ペ ンギ ンは,4～5月 に 新 しくで きた 海
氷 上 に 集 って5月 末 か ら6月 に か け て1個 産 卵 し,
そ の後2か 月 間,オ ス が抱 卵(足 の上 に 置 い て)し,
メス が海 で え さ を食 べ て帰 って く る ま で 抱 い て い
る.8月 に ヒナ がか え る頃 に な る と,オ ス,メ スが
交代 で え さを とって き て,1月 頃 まで ヒナ が 海 に 行
け る よ うに な る まで 育 て る.こ の こ ろに な る と海 も
ひ らけ て 食物 が 多 くな っ て くる と独 立 す る.
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一第16次越冬隊の家族会開かる一
策16次越冬隊の第2回 目の家族会が9月16日半蔵門の
東条会館で開かれ20家族が集まった.当 日は帰国をひか
えて越冬生活後半の観測,調 査にと活躍している隊員あ
ての,家族からの手紙や荷物を次の第17次隊に託するた
め,第17次隊の隊長及び担当隊員の出席を願ってなごや
かな懇談のうちに楽 しいひとときを過ごした.
一第17次観測隊員全員が決まる一
11月25日出発する第17次観測隊の隊員のうち,す でに
隊長を含む39名が決定されていたが,電離層担当隊員の
竹内鉄雄(電 波研)が 都合により辞退 したため,通 信担
当隊員の山腰明久が電離層担当とな り,通信担当隊員に
次の2名 が決定 した,
山 田 政 男(昭24.3.226才)国立極地研究所
(日本電信電話公社銚子無線電報局)
相 原 誠 男(昭27.1.823才)国立極地研究所
(日本電信電話公社銚子無線送受信所)
一出発準備にいそがしい第1了次観測隊一
11月25日(火)東京港出港を目前にひかえた第17次観
測隊は,研 究所の隊員事務室を本拠に最後の追込みに忙
殺されている.
各部門別の訓練 も順調に進み,一 部の部門を除きすで
に終了 し,最後の調整段階に入った.10月17日,18日に
は隊員全員が研究所に集合 し,出国のための諸手続きな
ど,最終的な打合せが行われた.
また,調達物資も続々納入され,梱 包作業 も忙が しく
船積みの準備に追われてお り,出港を前に時間きざみの
作業が芳野隊長,平沢副隊長の指揮のもとに進められて
いる.毎年のことながら,あわただしい 日々である.
新 規 教 官 の 紹 介
〔研究系〕
雪氷学研究部門
文部教官助手 藤井理行(ふ じいよしゆき)
昭和45年3月 東京工業大学理工学部卒業
昭和50年3月 名古屋大学大学院博士課程修了
専門分野:氷河気象学
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研究談話会の 日程
〈11月 ・12月〉
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日 演 者 演 題
11月5日 福 西 浩 第ユ7次隊における超高
層部門の観測計画
12日 佐 藤 稔 雄 南極基地建物の変遷
(日本 大 教 授)
19日 安 藤 久 次 ヨー ロ ッパ の極 地 及 び
(広島大助教授) 高山帯の植生
12月3日 桑 島 正 幸 南極昭和基地一内陸
(謡縞地鯛 地磁気2点観測の結果
10日 上 村 晃 積層複合材の超低温域
(船舶 技 研) における諸特性
山 々が 望 ま れ る.ロ ス島 の南 西 端に 延 び る ハ ッ ト半 島 の
先 端 の東 側,プ ラム岬 に ス コ ッ ト基 地 は 建 設 され てい
る.
ニ ュー ジ ー ラ ン ドは,昔 か ら南極 探 検 隊 の根 拠 地 とな
って きた.た とえ ば,イ ギ リス 人 キ ャプ テ ン ・ス コ ッ ト
が 南極 点 を 目指 した 「ス コ ッ トラス トエ ク スペ デ ィシ ョ
ン」 に 出発 した の も,こ の国 か らで あ り,そ れ を記 念 し
て ウ ーセ ス ター ・ス ト リー トに は ス コ ッ トの立 像 が 建 っ
て い る.
しか し,ニ ュー ジ ー ラ ン ドが実 際 に 南 極 の探 検 や 観 測
に 参加 す る よ うに な っ た のは 第 二 次 大 戦 後 で あ る.1955
～58年に 実施 され た イ ギ リス の南 極 横 断 隊 をサ ポ ー トす
る た め,エ ベ レス ト初 登頂 で知 られ る ヒラ リー を隊 長 と
す る支 援 隊 が ロス 島 を 出発 した.こ の ヒ ラ リー 隊 の 根拠
地 に国 際 地 球 観 測 年 の ため の科 学 基 地 と して1957年1月
に 建設 さ れ た の が ス コ ッ ト基 地 で あ る,
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外 国 基 地 紹 介
一 ス コ ッ ト基 地(ニ ュ ー ジ ラ ン ド)一
酉 南 極 の ロス 海 に横 た わ る ロ ス島.そ こに は 白煙 をな
び か せ て い るエ レバ ス火 山 の麗 姿 が あ る.ス コ ッ ト基 地
か らは この エ レバ ス山 の全 容 が良 く見 え る.基 地 の背 後
レ
にエレバス,前 方の ロス棚水中には ブラック島,ホ ワ
イ ト島の二つの火山島が並びその南西側には南極大陸の
南極最大の基地マクマー ドから徒歩で30～40分の距離
にあり,設備が良く整った中規模の科学基地である.マ
クマー ド基地に接近しているため,観測項目の中には両
方で重複するのをさけている分野もある.地磁気や地震
の観測,全天カメラによるオーロラの観測などはマクマ
ー ドでは観測 しておらず,ス コット基地の重要な仕事と
なっている.基地における基礎的な観測の他,雪 氷,地
理,地 質,火 山などの地学的調査や生物学の研究も行わ
れている,越冬隊員の数はユ1名(1975年)と少数である
が,こ れは医者はマクマー ド基地に居るので越冬 してい
ないなどの理由による.夏季は地学や生物学の研究者が
野外調査にゃって くるので,人数 も30名位にふくらむ.
1974-75年の夏のシーズンには女性の生物学者 も参加 し
ていた.
基地の規模は昭和基地 よりやや小 さい程度であるが,
隊員に個室を与えるスペースは無 く,居住棟には二段
ベ ットが並んでいた.観測室や機械室などはかなりのス
ペースがあった.現在,基 地の建物を約2倍 にすること
が計画され.昭 和基地の設備,特 に便所,給 ・排水,暖
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房 な どに つ い て の楴 報 を希 望 してい た .隊 員 の 個 室 の無
い こ とを除 けば,玄 関 もあ り大変 良 く ま と ま った 基地 と
い え よ う.
ス コ..ト基 地 の 郵 便 局 は 大 変 繁 盛 して い る.そ れは マ
ク マ ー ド基 」也の ノ＼達 が ア メ リカ本 国 にJliJ'る家 族 や 恋人 に
電 話 をす るの に,こ の郵 便 局 を利 用 す る か らで,..ヒ曜 日
の 午 後 な どは10数名 の 人 が1順番 を待 っ て い る こ とが あ っ
た.マ クマ ー ド基 地 か らア メ リカ本 国 へ は 国 内 料 金 で 電
話 が か け られ るが,順 番 を待 た され るの で 多 少 高 くつ い
て も==一 ジー ラ ン ドか らの 国際 電 話 で 少 しで もlfLく通
話 が した い 気 持 が,こ の 混 雑 を呼 ぶ の で あ ろ う,
ス コ ッ ト基 地 へ の補 給 は ,ク ラ イ ス トチt・一 チか ら の
ア メ リカの飛 行 機 に よっ て い る.つ ま りマ ク マ ー ド基 地
と同 じ経 路 で,隊 員 や 諸 物 資 の輸 送 が 行 わ れ て い る .
ニ ュ ー ス
区 分 7月 8月
平 均 気 温
月ilk高気 温
月flt低気 温
月最 大 風 速
一20.8℃-22.3℃
-7 .1°C-7.8°C
-37.6℃-38.7℃
33.5m/sec29.4m/sec
..一..⊥
地 質 部II'1では,7月 中 旬以 降 ネ ス オ イ アの 調 査 を しユ
ー ク セ ン石 と推 定 され る放 射 能 鉱 物 を見 い 出 した
.現 在
精 査 中 で あ る.測 地 ・地 理 部 門,両 部IIIIとも リ=ツ オ ・
ホル ム 湾 南部 の 調 査 を実 施 し測 地 の 方 で は更 に ス トラ ン
バ ネ ツ バの 基 準 点 を 与点 と し,三 つ ど もえ 島 ・イ ンス テ
ォ ッ デ ン,イ エ ス テ ク レパ ー ネに3点,途 中 ,通 称 新 し
い 島 に 上陸 し天 測 を行 い9月 ～10月に か け て は オ ング ル
島 周辺 の小 島 の測 鼠 を行 う予定 で あ る.一 方 ,地 理 の 方
で は イ ンス テ オ ツ デ ンに て ス ゴ貝 化石 を 含 む 海成 層 の 採
取,他 に サ ンプ ル3点,白 癩 氷 河 の流 動 量 は3Ll間 の測
量 に よれ ば1日2～4mで あ っ た.
第16次隊月例報告
〈50年 了月 ・8月 〉
一 般 概 況
太 陽 の 再 来 と共 に 日 も長 くな`)8月81T,リ.,ツ オ ・
オル ム湾 南 部に 出か けた 調 査 旅 行隊 は29日に 無 事 帰 投 し
た..隊員健 康 状 態 も概 ね 良 好 で 培地 の 生 活 は 活 気 を 呈 し
てい る.
45　kVA発電機の切換回路を同期切換回路に変更する
工事が完了した.通 信運用面 の 方では 沿岸旅行の際,
100　WSSB送受信機を用いた結果,基地 と毎日交信出来
た・施設面では10　WVHF無 線電話機,ア ンテナ系整
備,移 設により通達距離がかなり延びた.海 氷.上滑走路
作 り,旅行用のパン焼き等,概 況で述べたように活気に
満ちた基地生活は順調に経過 している.
福西助手田中舘賞を受賞
観 測 報 告
8.月29「1～31H電波 伝 播 特 セセの研 究,送 受 信 系 の チs
ックの た めS16と30で 実 験 を し,動 作 はiE常な:']fを確
認 した.又,22.3kHz受 信 の 狭 帯域 フ ィル タ及 び 検波
器 を 作 成 しNSル ー プか らの 信 弓'を記 録 しは じめ た.'2(
象 概 況 と して は 特 に7月 中 旬 ・下 旬,8月 上 旬 ・下 旬
は,大 陸 の高 気 圧 にお お われ る事 が 多 くこれ に 伴 い 冷 え
込 み も強 く 月平 均 気温 は 平 年 よ りも 低 くな り7月(-
20.8℃)8月(-22.3℃)は11馳開 設 以 来 の 最 低記 録 と
な っ た.
10月3011新潟で開催されたi」本地球電磁学会から,同
学会費である田中9ii賞が当研究所の福西i;}働手に授与さ
れた.
論文名:極 域プロトンオーロラの研究
福西助手は第ll次南極地域観測隊越冬隊に参加 し,昭和
基地で観測 した結果をまとめたものである.
田中舘賞:地 球物理学の開拓者で,永 年に亘る地磁気
測定の権威 者である田中舘愛橘博士の,その功績を記念
して地球電磁気学会がもうけた賞で,これらの分野で顕
著な研究にたいして授与されるものである。
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一 極地の世 界一
サイヤー ・ウィリス/村 山雅美訳
〔図説 探検の世界史8〕
北極と南極では,地 理的な相違からその歴史にも2000
年のへだたりが生まれた.イ ギリスの数学者ピュテアス
が,紀元前325年置北極海に向かったのが探検の始 まり
である.そ の後装世紀もの長い間,探 検が く りか え さ
れ,19世紀も終 りには,ノ ルウェーの探検家ナンセンが
フラム号にの り北極点まで418キロのところに達 してい
る.
18世紀中頃になって,謎の大陸南極へもようやく探検
家の目がむけられるようにな り,次々と航海にでていっ
た.島 や陸地が発見され,発 見者に由来 した地名がつけ
られた.中 には上陸 した時,た またまそこにいたペンギ
ンに最愛の妻の名をとってアデリーペンギンと名付げた
とい う話はおもしろい.
人類の未知へのあくなき欲望が20世紀に入るとさらに
強まり,1909年,ピアリーが北極点到達に成功 した.そ
ニ ュ ー ス
れより2年後 アムンゼンが,地球の隊 商*egO度に到達
し,35日遅れてあま りにも有名な悲劇のスコット隊が南
極点に到達した.時 を同 じくして 『われわれでさえ,こ
んな船では,ロ ス海はおろか途中までもとうてい航海で
きないだろう』 と北極探検では経験の深いフラム号の船
長が驚 くような小さな船,関 南丸で日本の探検隊は白瀬
轟を隊長に南極海に船を進め,南緯80度5分にまで達 し
た.ア ムンゼン,スコット,白瀬そしてモーi)ン.シャ
クル トンなど南極探検の第1人者達が歴史に名を連らね
た,
極点制覇がなしとげられると,犬 ぞりや人びきそ りに
かわり飛行機が極地に持ちこまれ,機 械が極地を征服す
るようになった.
本書は図版 ・写真 ・絵画が豊富に用い られてお り,訳
者が提供した最近の南極の写真は古い絵画などと比較 し
ながら見るとその歴史の流れをのぞくことができおもし
ろい.又 ある時代ごとにまとめられた探検家の航跡を示
す地図はその歴史を知る上で参考になるであろう.全体
的によくまとまりごく最近のことにまでふれている極地
を知る手頃な入門書で,幅広い層の人達に進められる.
〔1975年集英社発行〕
(長谷川慶子:国立極地研究所図書室)
〔極地豆事典〕
雪 上 車
やまと山脈調査隊
大きな碧い空とそれに負けない程に広い真白な雪原が
あり,遠 く地平線が煙 ったようになっているのは地吹雪
のせいである.吹 き過 ぎる風が作 っていった様々な大き
さと形のサスツルギが大雪原につけた縞模様の中を黒点
となってゆるやかに動いてゆ く雪上車隊がいる.今,彼
らは昭和基地から海氷を渡 り,とっつき岬の着氷の急坂
を越え,み ずほ観測拠点へとザスツルギの凸凹を乗越 し
乗越 しあたかも大洋をゆく船のように白い波間を進んで
いる,そ れぞれは1台 か ら2～3台 の檎を曳いてお り.
平均時速は5km位 だが着実に目的地に向って進んで行
く,内陸旅行の立役者は何 といってもこれらの雪上車で
昭和基地の海氷上では小型雪上車の独壇場である.現在
基地にはKD60型 大型雪上車,KC20型小型雪上車,
浮上型雪上車の3種 類とスノーモビルが野外活動の足と
して用意されている.
KD60大型雪上車にはキャンピングカーのように後部
が居住施設になっているパスタイプと後部が荷台になっ
ている トラックタイプの2種類があ り,通常6～8tの
牽引力を持 っているが,自 重が7t以 上にもな り海氷上
の行動には適さず,又,重 すぎて基地搬入が困難なため
1分 解して空輸できるSM50型 とい う雪1車 に変更するt'//'tt
計 画 が 進 ん で い る.KC20小 型雪 上 車 は幌 型 で 自重 は 約
2.5tだが キ ャタ ピ ラ を 別 に して 空輸 さ れ て い る.牽 引
重 量 は 約2～4tだ が 小 廻 りが 効 き足 が速 い の で とて も
重 宝 が られ てい る.し か しこの 車 種 も製産 中 止 とな り車
種の変更を余儀無 くされている.KC20と 同様な規模
の小型雪上車は日本国内でも使われている.浮 上型 雪
上車はKC20と 同じ位の大きさであるがKC20よ り
も軽 く水密設計になっているのでもっぱら海氷 上 の 行
動に使用 されているが牽引力が小 さく長期旅行には適さ
ない.ス ノーモビル はよくスキー場で 走っているもの
で,海氷上のルー ト偵察や連絡用に使われている.
将来航空機やホバークラフ トなどの活躍が考えられる
が,そ れにともなって雪上車には新 しい形体の使い方と
重要性が要求されるであろう.
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